
〇母子健康手帳【情報提供】
・外国人住民に多言語による母子健康手帳を提供し、産前
産後育児に役立てる。
　※本庁舎　子ども相談センターにおいても交付できる。

英・中・韓・ポ・
ス・タイ・タ・ベ・
イ

なし なし

全く日本語が通じない外国
籍の方が通訳なしで来所し
た場合、ボイストラだけで
は説明が難しい内容があ
る。また対応時間もかかり
来所者の負担になっている
可能性がある。

母子保健課

発行数１９冊（英語：7冊　ベトナム語：
6冊　中国語：３冊　スペイン語：1冊
ハングル語：１冊　タイ語：1冊　） ※
R3年8月末現在
翻訳ソフト「ボイストラ」の配置があ
り、活用している。

発行
ハッコウ

数
スウ

３３冊
サツ

（英語
エイゴ

：16冊
サツ

　ベトナ

ム語
ゴ

：8冊
サツ

　中国語
チュウゴクゴ

：5冊
サツ

　スペイン

語
ゴ

：1冊
サツ

　ハングル語
ゴ

：１冊
サツ

　タイ

語
ゴ

：1冊
サツ

　ポルトガル語
ゴ

：１冊）

※R3年
ネン

12月
ガツ

末
マツ

現在
ゲンザイ

翻訳
ホンヤク

ソフト「ボイストラ」の配置
ハイチ

が

あり、活用
カツヨウ

している。

継続

〇乳幼児健診問診票【情報提供】
・外国人住民に多言語による問診票を提供し、正しい問診
ができるようにする。
　※3か月、1歳6か月、2歳児歯科、3歳

英・中・韓・ポ・ス なし なし

全く日本語が通じない外国
籍の方が通訳なしで来所し
た場合、ボイストラだけで
は説明が難しい内容があ
る。また対応時間もかかり
来所者の負担になっている
可能性がある。

母子保健課
健診会場で外国語版問診票による問診を
行うことに加え、翻訳ソフト「ボイスト
ラ」の配置があり、活用している。

健診
ケンシン

会場
カイジョウ

で外国語
ガイコクゴ

版
バン

問診
モンシン

票
ヒョウ

による問
モン

診
シン

を行
オコナ

うことに加
クワ

え、翻訳
ホンヤク

ソフト

「ボイストラ」の配置
ハイチ

があり、活用
カツヨウ

している。

継続

〇甲府市民健康ガイドの予防接種ページ案内【情報提供】
・外国人住民に英語によるチラシを提供し、正しい予防接
種の知識を周知する。

英 なし なし なし 医務感染症課
必要に応じて英語によるチラシを渡して
説明した。 4件

必要
ヒツヨウ

に応
オウ

じて英語
エイゴ

によるチラシを渡
ワタ

して説明
セツメイ

した。 8件
ケン 継続

〇予防接種予診票【情報提供】
・外国人住民に多言語による予診票を提供し、適切に予防
接種を受けられるようにする。
・予防接種の未接種者の把握を行い、訪問や健診の際に保
健師が翻訳された資料等を利用しながら、未接種者への説
明、支援を継続していく。

英・中・韓・ス・
ポ・タイ

なし なし なし 医務感染症課
外国人転入者等に対し保護者の希望に応
じて母国語等の予診票を渡した。4件

外国
ガイコク

人
ジン

転入者
テンニュウシャ

等
トウ

に対
タイ

し保護者
ホゴシャ

の希望
キボウ

に応
オウ

じて母国語
ボコクゴ

等
トウ

の予診票
ヨシンヒョウ

を渡
ワタ

し

た。8件
ケン

継続

2 子ども・子育てに関す
る情報提供

○甲府市子育てガイドブック等の配布【情報提供】
・妊娠、出産、出産費用、医療、健康相談、乳幼児期から
の経済的支援、保育所と幼稚園の違いなどの情報提供を行
う。また、相談窓口等の主要部分について、外国語に訳し
た資料を必要に応じて添付する。

英、中、韓、ポ、ス なし なし
5か国語の翻訳が終了した
ので、令和2年度以降の計
画はない。

子育て支援課
必要に応じて配布する資料が準備してあ
るが、配布実績は今のところない。

必要
ヒツヨウ

に応
オウ

じて配布
ハイフ

する資料
シリョウ

を準備
ジュンビ

し

ています。（実績
ジッセキ

はありませんでし

た）「やさしい日本語
ニホンゴ

」につきまし

ては主要
シュヨウ

な部分
ブブン

について作成
サクセイ

しまし

た。

継続

令和2年6月末現在の山梨県国際交流協会が提示している「市町村別在留外国人数」
の資料を参照すると、ベトナム語のニーズもあるように思われるが、「令和2年度以
降の計画はない」と記載されている。5言語で対応は可能なのか。「やさしい日本
語」の対応も「なし」となっているが、実態に合わせた対応を検討していただきた
い。

その他の言語については、「かながわ国際交流財団」で掲載している「外国人住民
のための子育てチャート」や、タブレットの翻訳アプリを活用するなど、状況を注
視しながら対応を検討します。「やさしい日本語」の対応につきましても主要な部
分について作成を検討していきます。（作成中）

○国民健康保険制度の周知【情報提供】
・外国人被保険者に多言語のチラシを提供し、国民健康保
険制度に対する理解を図る。

英・中・韓・ポ・
ス・タイ・タ・他

対応
配布用パンフレットとし
て、（一財）自治体国際化
協会の資料を活用

各国の医療制度の違いによ
り、日本の国民健康保険制
度について十分な理解が得
られない場合がある。

健康保険課

職員はやさしい日本語での対応を心がけ
るとともに、日本語が理解できない方に
は、市民課受付係等の外国語を話せる職
員との連携を図っている。
また、自治体国際化協会が作成したパン
フレットは多言語に対応しているため活
用している。
配付数：22件
（英10、中11、ベ1）

職員
ショクイン

はやさしい日本語
ニホンゴ

での対応
タイオウ

を心
ココロ

がけるとともに、日本語
ニホンゴ

が理解
リカイ

でき

ない方
カタ

には、市民
シミン

課
カ

受付
ウケツケ

係
カカリ

等
トウ

の外国
ガイコク

語
ゴ

を話
ハナ

せる職員
ショクイン

との連携
レンケイ

を図
ハカ

ってい

る。

また、自治
ジチ

体
タイ

国際化
コクサイカ

協会
キョウカイ

が作成
サクセイ

した

パンフレットは多言語
タゲンゴ

に対応
タイオウ

してい

るため活用
カツヨウ

している。

配付
ハイフ

数
スウ

：26件
ケン

（英10、中11、ベ4、ポ1）

継続

○外国人が受診しやすい体制の整備を図るため、集団健診
会場に通訳対応職員を配置する。

英・中・韓 対応 市民課外国人相談担当
通訳対応職員の存在や積極
的な活用について周知する
必要がある。

健康保険課

4月に全戸配布した「甲府市民健康ガイ
ド」に、集団健診会場で外国語通訳が必
要な方への案内を掲載した。
なお、8月までに計11回の集団健診を行っ
たが、外国語通訳を必要とする方はいな
かった。

4月に全戸配布
ゼンコハイフ

した「甲府市民
コウフシミン

健康
ケンコウ

ガ

イド」に、集団健診
シュウダンケンシン

会場
カイジョウ

で外国語
ガイコクゴ

通
ツウ

訳
ヤク

が必要
ヒツヨウ

な方
カタ

への案内
アンナイ

を掲載
ケイサイ

した。

なお、12月までに計36回の集団健診
シュウダンケンシン

を行
オコナ

ったが、外国語
ガイコクゴ

通訳
ツウヤク

を必要
ヒツヨウ

とす

る方
カタ

はいなかった。

継続

・場所が健診機関に変更になっても、通訳の必要性は変わらず有り。健診機関には
通訳はいたのか。・市の健診を受ける在留外国人の国籍別人数についてはデータが
あるのか。市の通訳対応職員は、十分医療の説明ができるのか。・通訳が必要なの
は健診場面だけでなく、むしろ健診結果の説明場面である。これについては、どの
ようにしていたのか（Ｒ2年度）。

①令和3年度から集団健診会場での通訳を必要とする場合は、申込みの際に事前
に申出をしてもらうように改めたが、これまで通訳を必要とする方はいなかっ
た。
②ある。
③健診会場の医療従事者と連携しながらの対応とるので、十分な説明は可能。
④個々の状況に応じた対応が出来るようにしているが、昨年度の実績はなかっ
た。

○健診自体を知らない外国人が多く、健診を受診しない
（できない）状況となっていることから、案内チラシの作
成及び配布を検討するとともに、やさしい日本語会話・異
文化体験サロンなどの機会を利用して直接外国人へのPRを
行う。

英・中・韓 対応 市民課外国人相談担当
健診の必要性に理解を得る
ためのPR方法を検討する必
要がある。

健康保険課
4月の特定健診受診券発送時に3か国語
（英・中・韓）対応の受診案内チラシを
同封した。

4月の特定
トクテイ

健診
ケンシン

受診券
ジュシンケン

発送時
ハッソウジ

に3か国
コク

語
ゴ

（英・中・韓）対応
タイオウ

の受診案内
ジュシンアンナイ

チ

ラシを同封
ドウフウ

した。

12月
ツキ

に開催
カイサイ

された「やさしい日本語
ニホンゴ

会話
カイワ

・異文化
イブンカ

体験
タイケン

サロン」にて健診
ケンシン

の受診
ジュシン

勧奨
カンショウ

を行
オコナ

い、1名
メイ

の申込
モウシコミ

があっ

た。

継続

4 介護保険制度の周知
〇介護保険のしくみ【情報提供】
・介護保険証発送時に、多言語による介護保険のしくみに
ついての説明書を同封し、制度の周知をする。

英・中(簡)・中
(繁)・韓・ポ・ス

なし

市民課外国人相談担当、配
布パンフレットに（一財）
自治体国際化協会の情報を
活用

介護が必要となったときに
適切に利用してもらうた
め、引き続き制度の周知を
続ける。

介護保険課 12人に同封 20人
ニン

に同封
ドウフウ

継続

5 外国人市民の健康づく
り支援

○健康づくり
・情報活性化モデル地区（新田地区）が開催する健康相談
会への協力及び支援
・国民健康保険の集団健診時における通訳者を派遣する。

①英・中・韓
②英・中・韓及び音
声通訳アプリ（全10
言語：英・中・韓・
インドネシア・タ
イ・ベトナム・ミャ
ンマー・ポルトガ
ル・フランス・スペ
イン）

対応
貢川団地桜ヶ丘自治会連合
会

新型コロナウィルス感染症
感染拡大防止を図る中で、
事業の中止・延期・変更を
検討する必要がある。

市民課

・実施主体であるモデル地区において、
新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、開催を見合わせている。
・８月末現在、健康保険課からの派遣依
頼の実績はない。

令和
レイワ

4年
ネン

度
ド

に次
ツギ

のことを実施
ジッシ

できるよ

う、調整
チョウセイ

している。

・情報
ジョウホウ

活性化
カッセイカ

モデル地区
チク

（新田地

区）の健康相談会に、市民課
シミンカ

外国
ガイコク

人
ジン

相談員
ソウダンイン

が参加
サンカ

し多言語
タゲンゴ

対応
タイオウ

をする

・上記
ジョウキ

相談
ソウダン

会
カイ

において、集団
シュウダン

検診
ケンシン

へ

の通訳者
ツウヤクシャ

派遣
ハケン

をPRするとともに、集
シュ

団検診
ウダンケンシン

申込
モウシコミ

の受付
ウケツケ

をする

継続

6 医療機関における多言
語対応（継続）

〇医事課で管理する翻訳機（ポケトーク）2台を利用し、患
者への説明・聞き取り等を行っている。

英語、中国語、韓国
語、ベトナム語を主
に使用

なし なし
翻訳機を介しても、聞き取
りできない場合の対応

医事課
（市立甲府病

院）

　翻訳機（ポケトーク）の最上位機種を
利用し、毎月２～３名の患者に対応して
いる。操作しやすので医師からも好評を
得ている。
　翻訳機を介しても、意思の疎通ができ
ない場合の対応としては、
【入院】患者の家族・友人等で通訳でき
る方を通じて、患者との意思疎通を図っ
ている。
【外来】病状の悪化等を考慮し、原則通
訳の付き添いをお願いしている。

　現在
ゲンザイ

も毎月２～３名の対応
タイオウ

があ

り、特
トク

にベトナム人
ジン

の対応
タイオウ

が多
オオ

い

が、翻訳機
ホンヤクキ

（ポケトーク）を利用
リヨウ

し、基本的
キホンテキ

な意思
イシ

疎通
ソツウ

はできてい

る。

【入院
ニュウイン

】患者
カンジャ

の家族
カゾク

・友人等
ユウジントウ

で通訳
ツウヤク

できる方
カタ

を通
ツウ

じて、患者
カンジャ

との意思疎
イシソツウ

通を図
ハカ

っている。

【外来
ガイライ

】病状
ビョウジョウ

の悪化等
アッカトウ

を考慮
コウリョ

し、原
ゲン

則
ソク

通訳
ツウヤク

の付
ツ

き添
ソ

いをお願
ネガ

いしてい

る。

継続
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令和
レイワ

3年
ネン

12月末
ガツマツ

現在
ゲンザイ

の進捗
シンチョク

状況
ジョウキョウ

対応言語 やさしい
日本語 支援・関係団体等 課題・問題点 担当課基本施策

事業名
(具体的な施策) 具体的な内容等 委員からの意見・質問等（回答必要） 委員からの意見・質問に対する回答事業の方向性基本目標

基
本
目
標
1

■
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

医
療
・
保
健
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

1 母子保健に関する情報
提供

3 国民健康保険等の情報
提供

令和３年８月末現在の進捗状況

１－１

別紙１

1
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別紙１

〇わが家の防災マニュアル【情報提供】
・「わが家の防災マニュアル外国語版」を市民課へ設置。
（転入者等へ配付）

英・中・韓・ポ・タ 対応 なし

転入者への配布が主となる
ため増刷や改訂版作成時に
部数の見込みを立てること
が困難である。

防災企画課

市民課へ設置し、転入者等へ配布
英語：1部、中国語：1部
韓国語：1部、ポルトガル語：1部
タガログ語：1部

市民課
シミンカ

へ設置
セッチ

し、転入者
テンニュウシャ

等
トウ

へ配布
ハイフ

英語：8部、中国語：6部

韓国語：7部、ポルトガル語：6部

タガログ語：6部

継続

○「アプリ」や「甲府市防災ポータル」など、防災情報を
取得できるツールの周知に努める。【情報提供】

英・中・韓 なし なし

防災情報を取得できるツー
ルを広く周知するととも
に、いざというときに、適
切な避難行動を取っていた
だけるよう、粘り強く取り
組んでいく必要がある。

防災企画課

ホームページや広報等において、周知に
努めている。
・アプリ：12,510ダウンロード（累計）
（４月～８月）939ダウンロード
・メルマガ：5,112登録（累計）

ホームページや広報
コウホウ

等
トウ

において、周
シュ

知
ウチ

に努
ツト

めている。

・アプリ：13,112ダウンロード（累
ルイ

計
ケイ

）

（4月
ガツ

～12月
ガツ

）1,541ダウンロード

・メルマガ：5,049登録
トウロク

（累計
ルイケイ

）

継続

〇甲府市総合防災訓練の宿泊訓練等において、外国人担当
職員を配置して実施することにより、外国人住民が参加し
やすい訓練とする。
〇大学などの学生や市内に居住する外国人を対象とした防
災講話を実施する。

日本語のみ
多言語

なし
対応

山梨県観光文化部　国際観
光振興課
①大学、山梨県国際交流協
会
②自治会

地域で活躍できる外国人防
災リーダーを育成するた
め、講義は漢字を含む日本
語を用いた資料を用いで行
われる。そのため、受講者
の日本語理解力がある程度
ないと防災リーダー研修の
受講が難しい状態である。
防災教室や防災訓練への積
極的な参加を促し、外国人
市民等の防災意識や知識の
更なる向上を図る必要があ
る。

地域防災課
①総合防災訓練は１１月実施予定（宿泊
訓練は実施しない）
②防災講話は実施未定

①総合
ソウゴウ

防災
ボウサイ

訓練
クンレン

は宿泊
シュクハク

訓練
クンレン

を実施
ジッシ

し

なかったほか、新型
シンガタ

コロナウイルス

感染
カンセン

拡大
カクダイ

防止
ボウシ

のため、参加者
サンカシャ

を限定
ゲンテイ

してしたことから、外国人
ガイコクジン

住民
ジュウミン

の参
サン

加
カ

はなかった。

②大学
ダイガク

の留学生
リュウガクセイ

や市内
シナイ

に居住
キョジュウ

する外
ガイ

国人
コクジン

を対象
タイショウ

に、防災
ボウサイ

教室
キョウシツ

を2回
カイ

開催
カイサイ

し、43名
メイ

の外国人
ガイコクジン

が受講
ジュコウ

した。

継続
防災に必要な漢字は外国人にとってかなり難しいものが多く、N2,N1（日本語検定）
でないと資料の理解に無理があるのではないか。
→（1-2-2【多言語支援のための応援体制の整備】へ記載。）

〇甲府市洪水ハザードマップ英語・中国語・韓国語版を窓
口等に設置。

英・中・韓 なし なし

県から貢川と鎌田川の浸水
想定区域が新たに示された
ことから、これらを反映し
たマップの作成と、内容に
ついてもやさしい日本語化
の対応について検討する必
要がある。

防災企画課・
道路河川課

多言語化対応版（英語・中国語・韓国
語）については作成済み。
今年度の洪水ハザードマップ見直し業務
においても、多言語化対応版（英語、中
国語、韓国語）を作成予定。

多言語
タゲンゴ

化
カ

対応版
タイオウバン

（英語・中国語・韓

国語）については作成
サクセイ

済
ズ

み。

今年度
コンネンド

の洪水
コウズイ

ハザードマップ見直
ミナオ

し

業務
ギョウム

においても、多言語
タゲンゴ

化
カ

対応版
タイオウバン

（英語、中国語、韓国語）を作成
サクセイ

中
チュウ

。

市民課
シミンカ

及
オヨ

び山梨大学
ヤマナシダイガク

と協働
キョウドウ

で、「AI

を用
モチ

いた災害用
サイガイヨウ

多言語
タゲンゴ

同時
ドウジ

通訳
ツウヤク

サー

ビス」のデモンストレーションを実
ジッ

施
シ

。

継続

○防災に関する活動
・市内の大学や専門学校等の留学生を対象とした防災教室
を行う。

英・中・韓・ポルト
ガル・タガログ・日

対応 山梨県国際交流協会

新型コロナウィルス感染症
感染拡大防止を図る中で、
事業の中止・延期・変更を
検討する必要がある。

市民課

新型コロナウイルス感染症の拡大状況を
注視し、開催を検討中である。
なお、「やさしい日本語会話・異文化体
験サロン」内で防災教室を開催予定。

留学生
リュウガクセイ

のための防災教室
ボウサイキョウシツ

令和３年１２月１４日山梨大学
ヤマナシダイガク

にて

開催
カイサイ

　学生
ガクセイ

参加者数
サンカシャスウ

　３５名
メイ 継続

・山梨県国際交流協会が甲府市と連携して実施した「防災教室」は、令和２年度に
大原学園で実施したが、令和３年度の甲府市と連携した取り組みについての詳細
は？

山梨県国際交流協会と協議のうえ、今年度は甲府市単独で実施することとなった。

2 多言語支援のための応
援体制の整備（新規）

〇多言語支援のための応援体制の整備
・山梨県災害多言語支援センター山梨県国際交流協会と協
議する中で、外国人に対応が可能な防災リーダーの育成を
検討していく。

日本語のみ なし
山梨県観光文化部　国際観
光振興課

地域で活躍できる外国人防
災リーダーを育成するた
め、講義は漢字を含む日本
語を用いた資料を用いて行
われる。そのため、受講者
の日本語理解力がある程度
ないと防災リーダー研修の
受講が難しい状態である。

防災企画課

山梨県観光文化部　国際観光振興課を通
じて、国際交流協会からフェイスブック
を通じて防災リーダー育成研修会への参
加を呼びかけてもらったが、受講希望者
がいなかった。

山梨県
ヤマナシケン

観光
カンコウ

文化部
ブンカブ

　国際
コクサイ

観光
カンコウ

振興課
シンコウカ

から国際
コクサイ

交流協会
コウリュウキョウカイ

を通
ツウ

じて、後期
コウキ

に

開催
カイサイ

する防災
ボウサイ

リーダー育成
イクセイ

研修会
ケンシュウカイ

へ

の外国
ガイコク

人
ジン

の参加
サンカ

を呼
ヨ

びかけてもらっ

たが、受講
ジュコウ

希望者
キボウシャ

がいなかった。

継続

・山梨県災害多言語支援センターは、山梨県災害対策本部が設置される災害時にお
いて、必要な場合に県と国際交流協会で協議の上設置するものであり、常設機関で
はない。・具体的な内容や支援・関係団体等の記載に当たっては、県や国際交流協
会と協議・検討が必要である。
・防災に必要な漢字は外国人にとってかなり難しいものが多く、N2,N1（日本語検
定）でないと資料の理解に無理があるのではないか。

意見にあるとおり、国際交流協会へ修正します。
まずは、避難所へ避難した外国人に対するつなぎ役として、日本語の理解力がある
程度ある外国の方や外国語の堪能な日本の方に防災リーダーになってもらうことを
想定している。

3 感染症に関する多言語
の情報提供（継続）

〇感染症の情報提供
・甲府市ホームページの翻訳機能を活用することで、多言
語による情報発信が可能となることから、感染症に関する
最新の情報をホームページへ掲載するよう努めている。

英・中・韓・ス・
ポ・タイ・仏・ヒ

なし なし なし 医務感染症課

〇感染症の情報提供
・甲府市ホームページの翻訳機能を活用
することで、多言語による情報発信が可
能であることから、最新の情報をホーム
ページへ掲載するよう努めた。

〇感染症
カンセンショウ

の情報
ジョウホウ

提供
テイキョウ

・甲府市
コウフシ

ホームページの翻訳
ホンヤク

機能
キノウ

を

活用
カツヨウ

することで、多言語
タゲンゴ

による情報
ジョウホウ

発信
ハッシン

が可能
カノウ

であることから、最新
サイシン

の

情報
ジョウホウ

をホームページへ掲載
ケイサイ

するよう

努めた。

継続
コロナウイルス及びワクチンに関する情報提供について、どのような問題点があっ
たか。

甲府市ホームページの翻訳機能を活用することで、多言語による情報発信が可能で
あることから、情報提供については特に問題がなかった。
また、市民課外国人相談担当職員が「新型コロナウイルス感染症の多言語情報」
「新型コロナワクチン予防接種の多言語情報」ページを作成し、情報提供を行っ
た。
新型コロナウイルス感染症に係る個別の案内としては、電話サービスを利用してい
る。（厚生労働省、外国人在留支援センターFRESC）

4 自主防災組織等への外
国人市民の参加促進

①大学などの学生や市内に居住する外国人を対象とした防
災講話を実施する。
②甲府市総合防災訓練への参加を促進する。

多言語 対応
①大学、国際交流センター
山梨県国際交流協会
②自治会

防災教室や防災訓練への積
極的な参加を促し、外国人
市民等の防災意識や知識の
更なる向上を図る必要があ
る。

地域防災課
①未定
②１１月実施予定

①大学
ダイガク

の留学生
リュウガクセイ

や市内
シナイ

に居住
キョジュウ

する外
ガイ

国人
コクジン

を対象
タイショウ

に、防災教室
ボウサイキョウシツ

を2回
カイ

開催
カイサイ

し、43名
メイ

の外国
ガイコク

人
ジン

が受講
ジュコウ

した。

②総合
ソウゴウ

防災訓練
ボウサイクンレン

は宿泊訓練
シュクハククンレン

を実施
ジッシ

し

なかったほか、新型
シンガタ

コロナウイルス

感染
カンセン

拡大防止
カクダイボウシ

のため、参加者
サンカシャ

を限定
ゲンテイ

してしたことから、外国人
ガイコクジン

住民
ジュウミン

の参
サン

加
カ

はなかった。

継続
・「支援・関係団体等」の欄の、国際交流センターは、山梨県国際交流協会のこと
か、あるいは各大学の国際交流センターのことか。

山梨県国際交流協会になります。

基
本
目
標
1

■
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

災
害
・
防
災
へ
の
支
援
整
備

1 外国人市民に関する防
災・防犯対策の推進

１－２

2
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令和
レイワ

3年
ネン

12月末
ガツマツ

現在
ゲンザイ

の進捗
シンチョク

状況
ジョウキョウ

対応言語 やさしい
日本語 支援・関係団体等 課題・問題点 担当課基本施策

事業名
(具体的な施策) 具体的な内容等 委員からの意見・質問等（回答必要） 委員からの意見・質問に対する回答事業の方向性基本目標 令和３年８月末現在の進捗状況

別紙１

1 生活関連情報の提供
〇甲府市外国人生活ガイドブック【情報提供】
・甲府市に住む外国人向けに、様々な手続きや知識を掲載
し、情報提供に努める。

英・中・韓・ポ・
ス・日、ベ

対応 ー
増加するベトナム人への対
応

市民課

・7言語で作成したガイドブックについ
て、冊子とともにQRコード付き多言語版
チラシを外国人相談窓口へ設置し、ホー
ムページにも掲載済である。
・転入手続きの際に上記ガイドブック、
ゴミの出し方（QRコード付き多言語）、
自治会加入のお願いチラシ（英・ポ・
韓・ス・中）を配布している。
・ゴミの出し方の多言語版を、本庁舎と
各窓口センターに設置している。

・生活
セイカツ

ガイドブック（7言語）の、冊
サッ

子
シ

とQRコード付
ツ

き多言語
タゲンゴ

版
バン

チラシを

外国
ガイコク

人
ジン

相談
ソウダン

窓口
マドグチ

へ設置
セッチ

。ホームペー

ジにも掲載
ケイサイ

。

・【新規
シンキ

・臨時
リンジ

】QRコード付
ツ

き多言
タゲンゴ

語版
バン

チラシを、市内
シナイ

の外国人
ガイコクジン

世帯
セタイ

に

チラシ郵送
ユウソウ

。3,089世帯
セタイ

・転入
テンニュウ

手続
テツヅ

の際
サイ

に、生活
セイカツ

ガイドブッ

ク（7言語）、ゴミの出
ダ

し方
カタ

（QRコー

ド付
ツ

き多言語
タゲンゴ

）、自治会
ジチカイ

加入
カニュウ

のお願
ネガ

いチラシ（英
エイ

・ポ・韓・ス・中）を

配布
ハイフ

。

・ゴミの出
ダ

し方
カタ

の多言語版
タゲンゴバン

を、本庁
ホンチョウ

舎
シャ

と各
カク

窓口
マドグチ

センターに設置
セッチ

している。

継続

2 多言語による行政情報
の提供

〇やさしい日本語での対応で的確に翻訳されるよう努め
る。
〇ホームページの多言語への対応（自動翻訳や音声読上
げ）

翻訳；英・中（簡体
字、繁体字）韓国・
ポルトガル・スペイ
ン・フランス・タ
イ・ヒンディ・イン
ドネシア・ベトナム
の11言語。
音声読上げ対応；翻
訳対応言語のうち、
中（繁体字）・イン
ドネシア・ベトナム
を除く8言語。

対応 なし

次年度のホームページリ
ニューアルにおいては、多
言語への対応を図ること。

情報発信課
コロナ禍でのさまざまな情報をわかりや
すいやさしい日本語対応での提供に努め
た。

ホームページ更新
コウシン

については、アク

セシビリティのチェック（音声読
オンセイヨ

み

上
ア

げ時
ジ

にエラーにならないようにす

るためのチェック）を確実
カクジツ

に行
オコナ

う方
ホウ

法
ホウ

へ変更
ヘンコウ

した。

継続

3 日常生活における相談
窓口の設置

〇外国人相談コーナーの設置
➀外国人とその家族等を対象に、英語・韓国語・中国語を
話せる３名の外国人相談員を配置するとともに、その他の
言語に対応するため音声翻訳システムを活用し、日常生活
における相談に対応していく。
➁就学相談は、学校教育課と連携し不就学児童･生徒が生じ
ないように努める。

①②英・中・韓
音声通訳アプリ（全
10言語：英・中・
韓・インドネシア・
タイ・ベトナム・
ミャンマー・ポルト
ガル・フランス・ス
ペイン）

対応
①なし
②学校教育課

増加するベトナム人への対
応

市民課

①入管手続き等の通常の相談に加え、ワ
クチン接種や支援金申請など、新型コロ
ナウイルス感染症に関連した相談に対応
した。
➁就学相談は８月までは実績がなかっ
た。

①入管
ニュウカン

手続
テツヅ

等
ナド

の通常
ツウジョウ

の相談
ソウダン

に加
クワ

え、

ワクチン接種
セッシュ

や支援
シエン

金
キン

申請
シンセイ

など、新
シン

型
ガタ

コロナウイルス感染症
カンセンショウ

に関連
カンレン

した

相談
ソウダン

に対応
タイオウ

した。12月
ガツ

末
マツ

　1,275件
ケン

アンケートは令和
レイワ

4年
ネン

2月
ガツ

より運用
ウンヨウ

開
カイ

始
シ

した。

②就学
シュウガク

相談
ソウダン

は12月
ガツ

までは実績
ジッセキ

がな

かった。

外国籍
ガイコクセキ

の中学生
チュウガクセイ

・高校生向
コウコウセイム

けの在留
ザイリュ

資格等
ウシカクトウ

の解説
カイセツ

動画
ドウガ

について情報提供
ジョウホウテイキョウ

を行
オコナ

った。

継続
市民課窓口で外国人住民のニーズを把握したり、満足度を探るため、アンケート調
査をしていただきたい。

実施できるよう検討する。

4 ゴミの出し方の案内
○ごみの出し方【情報提供】
外国人住民に、多言語による「ごみの分け方・出し方」の
冊子を提供し、ごみの正しい出し方の周知を図る。

英・中・韓・ポ・
ス・タイ・ベトナム

なし 減量課

正しいごみの出し方につい
ては、「ごみの分け方の・
出し方の冊子」を継続して
配布するとともに、ごみ袋
への外国語表記をするによ
り、ごみの分別周知をさら
に行っていく必要がある。

減量課
ごみの分別冊子は継続して市民課等を通
し配布している。ごみ袋への多言語表記
もR3年度より開始し流通している。

配布
ハイフ

部数
ブスウ

英語
エイゴ

　45冊
サツ

中国語
チュウゴクゴ

　160冊
サツ

韓国語
カンコクゴ

　36冊
サツ

ポルトガル語
ゴ

　5冊
サツ

スペイン語
ゴ

　5冊
サツ

タイ語
ゴ

　5冊
サツ

ベトナム語
ゴ

　5冊
サツ

継続
ゴミ置き場にいろんな言語のゴミの出し方を貼ればもっと良い結果につながると思
うが。

集積所を利用している方々のニーズを把握しながら対応を図ってまいります。

5
多言語による外国人市
民に対する公営住宅入
居の促進（新規）

〇公営住宅の入居者募集案内等【情報提供】
多言語による公営住宅の入居者募集案内等の広報の充実に
努める。

英・中・韓 対応 市民課外国人相談担当

制度を理解してもらうのが
難しく、多言語への対応が
必要と思われるが、外国語
が使える職員がいないた
め、市民課外国人相談担当
職員に依頼し、外国人入居
者及び入居希望者に対応し
ていく。

住宅課
入居手続きについて多言語版の使用はな
かったが、入居後ごみの分別冊子を複数
の世帯に配布した。

入居申込
ニュウキョモウシコ

み説明書
セツメイショ

（英
エイ

・中
チュウ

・韓
カン

・や

さしい日本語
ニホンゴ

版
バン

）と入居
ニュウキョ

時
ジ

確認
カクニン

事項
ジコウ

（英
エイ

・中
チュウ

・韓
カン

・ス・ポ版
バン

）を作成
サクセイ

し

たが、使用
シヨウ

は１件
ケン

のみであったが、

それ以外
イガイ

は、やさしい日本語
ニホンゴ

を交
マジ

え

た説明
セツメイ

で、問題
モンダイ

なく対応
タイオウ

できた。

継続

基
本
目
標
1

■
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

情
報
の
多
言
語
化
と
相
談
体
制
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        　　　　　　令和3年度　甲府市多文化共生推進事業実績調査票　　　　　　　　　　

令和
レイワ

3年
ネン

12月末
ガツマツ

現在
ゲンザイ

の進捗
シンチョク

状況
ジョウキョウ

対応言語 やさしい
日本語 支援・関係団体等 課題・問題点 担当課基本施策

事業名
(具体的な施策) 具体的な内容等 委員からの意見・質問等（回答必要） 委員からの意見・質問に対する回答事業の方向性基本目標 令和３年８月末現在の進捗状況

別紙１

〇外国人のための保険料納付相談
・甲府市在住の外国人においては、制度が理解できない
為、保険料が滞納となるケースも出てきている。このため
個々の世帯の生活状況に応じた納付指導を行っていく。

英・中・韓・ポ・
ス・タイ・タ

対応 市民課外国人相談担当 なし 健康保険課

やさしい日本語での対応を心がけるとと
もに、市民課との連携を図り納付相談を
行った。
納付相談:246件
また、新型コロナウイルス感染症の影響
に伴う減免申請に係る英語・韓国語の案
内を職員が自作し周知を図った。

やさしい日本語
ニホンゴ

での対応
タイオウ

を心
ココロ

がける

とともに、市民課
シミンカ

との連携
レンケイ

を図
ハカ

り納
ノウ

付
フ

相談
ソウダン

を行
オコナ

った。

納付
ノウフ

相談
ソウダン

:340件
ケン

また、新型
シンガタ

コロナウイルス感染症
カンセンショウ

の

影響
エイキョウ

に伴
トモナ

う減免
ゲンメン

申請
シンセイ

に係
カカ

る英語
エイゴ

・韓
カン

国語
コクゴ

の案内
アンナイ

を職員
ショクイン

が自作
ジサク

し周知
シュウチ

を

図
ハカ

った。

継続

〇外国人のための保険料納付相談
・甲府市在住の外国人においては、制度が理解できていな
いため、保険料が滞納となるケースがある。

英・中・韓 なし 市民課外国人相談担当 なし 健康保険課
(高齢者担当)

納付相談は随時受け付けているものの、
外国人住民の納付相談実績0件。

納付相談
ノウフソウダン

は随時
ズイジ

受
ウ

け付
ツ

けているもの

の、外国人
ガイコクジン

住民
ジュウミン

の納付相談
ノウフソウダン

実績
ジッセキ

0件。
継続

〇外国人のための保険料納付相談
・介護保険制度が理解できない為、介護保険料を滞納する
場合が生じている。このため、制度の理解を図り、個々の
生活状況に応じた納付指導を行っていく。

英・中・韓・ポ・
ス・他

なし

英(滞納整理係職員)
中・韓(市民課外国人相談
担当)
ポ・ス・他(翻訳アプリ等)

制度の説明だけでなく保険
料を滞納した時の給付制限
や差押等の滞納処分につい
ても説明していく必要があ
る

介護保険課

正確に内容を伝えるという点において
は、各言語で説明することが最善である
が、これまで機械翻訳は精度が低く、実
用に耐えない物が多かった。しかし、最
新のAI技術を活用した翻訳は充分実用と
なる物も出てきており、それらを活用し
ている。(中・韓・ポ・ス)

窓口
マドグチ

や電話
デンワ

での納付相談では、リア

ルタイムでやりとりを行うことから

スピードが要求され、絵文字を使用

する手法は馴染まない。納付相談に

おいては世帯全体の収支状況を聞き

取る必要もあるため、日本語が話せ

る家族や友人の同行が現実的であ

る。(相談件数：5件)

文書による催告ではAI技術を用いた

オンライン翻訳(ス・ポ)を活用して

いる。(発送件数：5件)

継続

〇滞納者の日本語の理解度に応じてわかりやすい日本語の
使用を行う。

英・中・韓・ポ・ス 対応 市民課外国人相談担当 なし 滞納整理課

外国人65件の来庁相談に応じたが、日本
語が不自由な場合には通訳として知人等
を同伴しており対応に苦慮したことはな
かった。

外国
ガイコク

人
ジン

120件
ケン

の来庁
ライチョウ

相談
ソウダン

に応
オウ

じたが、

日本語
ニホンゴ

が不自由
フジユウ

な場合
バアイ

には通訳
ツウヤク

とし

て知人
チジン

等
トウ

を同伴
ドウハン

しており対応
タイオウ

に苦慮
クリョ

したことはなかった。

継続

○外国人滞納者への納付指導
・やさしい日本語での対応を取りながら、各世帯の生活状
況に応じた納付指導を行っていく。

英・中・韓 対応 市民課外国人相談担当

制度を理解してもらうのが
難しく、多言語への対応が
必要と思われるが、外国語
が使える職員がいないた
め、市民課の外国人相談担
当職員に依頼し、外国人滞
納者に対応していく。

住宅課
各世帯の生活状況・収入状況・未納額が
異なるため、未納明細等の資料を使い、
やさしい日本語で対応している。

未納
ミノウ

明細書
メイサイショ

を使
ツカ

い、やさしい日本語
ニホンゴ

で説明
セツメイ

し、特
トク

に問題
モンダイ

なく対応
タイオウ

でき

た。

継続

○水道料金等の使用開始申込の促進
・給水区域内に住む外国人向けに、使用開始手続きを促進
するチラシを配布する。

英・ポ・中・韓 なし なし なし 営業課

無届で水道を使用している外国人に対
し、水道契約の必要性を正しく案内する
ことができた。（月平均で40枚程度配
布）

無届
ムトドケ

で水道
スイドウ

を使用
シヨウ

している外国人
ガイコクジン

に

対
タイ

し、水道
スイドウ

契約
ケイヤク

の必要性
ヒツヨウセイ

を正
タダ

しく案
アン

内
ナイ

することができた。（月平均
ツキヘイキン

で40

枚
マイ

程度
テイド

配布
ハイフ

）

継続

○自治会への理解・加入案内
・市民課と連携し、やさしい日本語版や外国語版のチラシ
の配布を通じ、自治会活動への理解や加入促進に努める。

英・中・韓・
ポ・ス

対応 市民課

自治会活動への理解を深め
てもらい、外国人の加入へ
繫がるよう、継続した周知
活動を行っていく必要があ
る。

協働推進課

やさしい日本語版や外国語版のチラシを
市民課へ設置するとともに、転入者には
市民課においてチラシの配布を行ってい
る。

やさしい日本語
ニホンゴ

版
バン

や外国語
ガイコクゴ

版
バン

チラシ

の配布
ハイフ

を市民課において行
オコナ

ってい

る。

また、12月
ガツ

16日
ニチ

には市民課
シミンカ

主催
シュサイ

の異
イブ

文化
ンカ

交流
コウリュウ

サロンにおいて、協働推進
キョウドウスイシン

課
カ

職員
ショクイン

から外国人
ガイコクジン

住民
ジュウミン

等
トウ

（合計
ゴウケイ

8名
メイ

）

に対
タイ

し、自治会
ジチカイ

についての説明
セツメイ

と加
カニュ

入促進
ウソクシン

を行った。

継続 どのような周知活動を考えているか．
これまでも市民課が主催する「やさしい日本語会話・異文化体験サロン」の中にお
いて、協働推進課職員から外国人市民に対して、自治会の役割等を周知・説明する
場を設けてきた。今後も同様に取り組んでいく。

〇外国人留学生と日本の大学生及び自主防犯ボランティア
団体の安全安心合同パトロールの実施

なし なし
警察・山梨学院大学・ユニ
タス・自主防犯ボランティ
ア団体

新型コロナウイルス感染症
の収束が見えない中、実施
について慎重な判断が必要
である。

危機管理課
新型コロナウイルスの感染状況を注視す
る中で、検討している。

新型
シンガタ

コロナウイルスの感染
カンセン

状況
ジョウキョウ

を注
チュ

視
ウシ

する中
ナカ

で、検討
ケントウ

している。
継続

2 外国人市民の市政に対
する意識啓発・醸成

○継続した情報の提供
・市民課と連携し、やさしい日本語版や外国語版のチラシ
の配布を通じ、市政への意見制度について周知に努める。

英・中・韓 対応 市民課

制度への理解を深め、利用
していただけるよう継続し
た周知活動を行っていく必
要がある。

協働推進課

「市長への手紙」や「市民の声ご意見
箱」の制度について、やさしい日本語版
や外国語版のチラシの設置を市民課にて
継続して行っている。

「市長
シチョウ

への手紙
テガミ

」や「市民
シミン

の声
コエ

ご意
イケ

見箱
ンバコ

」の制度
セイド

について、やさしい日
ニホ

本語版
ンゴバン

や外国語版
ガイコクゴバン

のチラシの設置
セッチ

を

市民課
シミンカ

にて継続
ケイゾク

して行
オコナ

っている。

継続

3 地域住民等に対する多
文化共生の意識啓発

○情報の提供
・甲府市の各関係機関の窓口へやさしい日本語や多言語化
したパンフレットを設置するとともに、様々な機会を捉え
てPRする。

英・中・韓・ポ・ス 対応 ー なし 市民課
やさしい日本語や多言語パンフレットの
設置により、地域住民に対し意識啓発を
図っている。

・やさしい日本語
ニホンゴ

や多言語
タゲンゴ

パンフ

レットの設置
セッチ

により、地域住民
チイキジュウミン

に対
タイ

し意識啓発
イシキケイハツ

を図
ハカ

っている。

・令和
レイワ

４年
ネン

度
ド

は、「やさしい日本語
ニホンゴ

会話
カイワ

・異文化体験
イブンカタイケン

サロン」が日本人
ニホンジンシミ

市民
ン

も対象者
タイショウシャ

としていることをさら

に周知
シュウチ

し、参加者
サンカシャ

を募
ツノ

る。

継続
ここで多文化共生意識の啓発対象となる「地域住民」とは，外国籍の方か．外国籍
の方を取り巻く日本人に対し，多文化共生の意識啓発が肝要ではないか．

やさしい日本語や多言語で書かれたパンフレットを窓口等で目にすることが、外国
籍の方と接することの少ない日本人住民にとって多文化共生の意識啓発となること
を期待している。

基
本
目
標
1

■
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現

情
報
の
多
言
語
化
と
相
談
体
制

6 税・料の納付相談等の
充実

基
本
目
標
2

■
連
携
・
協
働
に
よ
る
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

多
文
化
共
生
に
向
け
た
意
識
啓

発
・
醸
成

1 外国人市民の地域社会
への参画促進
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令和
レイワ

3年
ネン

12月末
ガツマツ

現在
ゲンザイ

の進捗
シンチョク

状況
ジョウキョウ

対応言語 やさしい
日本語 支援・関係団体等 課題・問題点 担当課基本施策

事業名
(具体的な施策) 具体的な内容等 委員からの意見・質問等（回答必要） 委員からの意見・質問に対する回答事業の方向性基本目標 令和３年８月末現在の進捗状況

別紙１

1 個別教育相談の実施
○児童生徒や保護者との教育相談
　児童生徒や保護者の母語を話す日本語指導員等を介し
て、学校生活や進学等に関する教育相談を行う。

英・中・韓・ポ・ス － 山梨県教育委員会

言語が多様化しており、対
応できない言語もある。特
に最近はベトナム語の依頼
ケースが増えてきている。

学校教育課
学期末の懇談等を利用して計8回実施
・中学7回（懇談6回、進路指導1回）
・市教委1回（就学相談）

学期末
ガッキマツ

の懇談
コンダン

等
トウ

を利用
リヨウ

して計
ケイ

33回
カイ

実
ジッ

施
シ

・中学
チュウガク

23回
カイ

（懇談
コンダン

17回
カイ

、進路
シンロ

指導
シドウ

6

回
カイ

）

・小学校
ショウガッコウ

4回
カイ

（懇談
コンダン

4回
カイ

）

・市
シ

教委
キョウイ

6回
カイ

（就学相談
シュウガクソウダン

4回
カイ

、翻訳
ホンヤク

2

回
カイ

）

※11月
ガツ

よりベトナム語
ゴ

、ネパール語
ゴ

の対応
タイオウ

が可能
カノウ

に（学生
ガクセイ

通訳
ツウヤク

）

継続 増加傾向にあるベトナム語への対応は。 人事業務を行う山梨県教育委員会に、ベトナム語に対応できる教職員の配置を引き
続き依頼する。

2 多文化共生・国際理解
教育の推進

○外国語指導助手の招聘等
・姉妹都市であるデモイン市及び県内在住の外国語指導助
手を市立小中学校等へ配置することにより、児童生徒への
生きた英語学習機会を提供する。

英 －
デモイン市教育委員会
クレア（JETプログラム国
委託機関）

招聘者等においては、出入
国制限により来日等に支障
が生じることから、現地教
育委員会や大使館等と適宜
連絡を取り合い、情報収集
に努める。

学校教育課

デモイン市招聘ALT（外国語指導助手）
　3名中3名来日配置済み
JETプログラムALT
　4名中1名来日配置済み
（残り3名は9月、10月、11月に配置予
定）

デモイン市
シ

招聘
ショウヘイ

ALT

　3名中3名来日
ライニチ

配置
ハイチ

済
ズ

み

JETプログラムALT

　4名中4名来日
ライニチ

配置
ハイチ

済
ズ

み

継続

3 日本語指導の充実
○児童生徒への日本語指導
・児童生徒へ日本語指導センター校配置教諭や日本語指導
員による日本語指導を行う。

英・中・韓・ポ・ス － 山梨県教育委員会

言語の多様化により、対応
できない言語もある。ま
た、指導員の高齢化も進ん
でいるため、人材確保に向
け、情報収集に努める必要
がある。

学校教育課

センター校教諭7名（市内4校がセンター
校）
・市内の26校（小17，中9）で日本語指導
日本語指導員9名
・市内の14校（小9，中5）で日本語指導

センター校
コウ

教諭
キョウユ

7名
メイ

（市内
シナイ

4校
コウ

がセン

ター校
コウ

）

・市内
シナイ

の30校
コウ

（小
ショウ

21，中
チュウ

9）で日本語
ニホンゴ

指導
シドウ

日本語
ニホンゴ

指導
シドウ

員
イン

11名
メイ

・市内
シナイ

の17校
コウ

（小
ショウ

13，中
チュウ

4）で日本語
ニホンゴ

指導
シドウ

※12月
ガツ

よりベトナム語
ゴ

の指導
シドウ

開始
カイシ

継続

4 進路指導・キャリア教
育

〇進路ガイダンスや進路相談の実施等
・中学校生活において早い段階での進路ガイダンスや進路
相談の実施等、高校受験に配慮した取組を推進する。

英・中・韓・ポ・ス － 山梨県教育委員会

言語の多様化により、対応
できない言語がある。「入
試における帰国生徒等特別
措置」や、県立大学主催の
「多言語による高校進学ガ
イダンス」等の周知に努め
る。

学校教育課

・中学3年生に日本語指導を通して，入試
の情報や勉強のアドバイスを実施
・1学期末の懇談等で保護者を交えての進
路指導を実施（2学期以降も随時実施予
定）

・中学
チュウガク

3年
ネン

生
セイ

に日本語
ニホンゴ

指導
シドウ

を通
トオ

して，

入試
ニュウシ

の情報
ジョウホウ

や勉強
ベンキョウ

のアドバイスを実
ジッ

施
シ

・1、2学期末
ガッキマツ

の懇談
コンダン

等
トウ

で保護者
ホゴシャ

を交
マジ

えての進路
シンロ

指導
シドウ

を実施
ジッシ

（3学期
ガッキ

以降
イコウ

も

随時
ズイジ

実施
ジッシ

予定
ヨテイ

）

※11月よりベトナム語
ゴ

、ネパール語
ゴ

の対応
タイオウ

が可能
カノウ

に

継続

継続

○就学案内のチラシ（文部科学省）【情報提供】
・外国人児童生徒のための就学ガイドブックの提供。その
際、必要に応じて山梨子どもネットについても周知。

英・中・韓・ポ・ス なし なし
左記の対応言語では、案内
の内容を理解できない世帯
がある。

学事課
左記に加え、ベトナム語とフィリピノ語
も必要に応じて配布

小学校
ショウガッコウ

入学
ニュウガク

案内
アンナイ

に対象
タイショウ

児童
ジドウ

の国籍
コクセキ

に

応
オウ

じた言語
ゲンゴ

の就学
シュウガク

ガイド（文部
モンブ

科学
カガクショ

省
ウ

）を同封
ドウフウ

して発送
ハッソウ

した。

継続

〇保健調査票等の配布
・小中学校に在籍している児童生徒に対して保健関係諸用
紙を配布

英・中（簡）・韓・
ポ・ス

対応 なし
左記の対応言語では、保健
関係諸用紙を理解できない
保護者がいる。

学事課 定期健康診断の際に配布 各学校
カクガッコウ

で適宜
テキギ

対応
タイオウ

している。 継続

○日本で生活する外国人のための「日本語・日本文化講
座」を開催する。

ー 対応 山梨県立大学

新型コロナウィルス感染症
感染拡大防止を図る中で、
事業の中止・延期・変更を
検討する必要がある。

市民課
6月6日より全20回を開催している。
感染拡大状況を鑑み、回によっては延期
等の対応をしている。

6月6日より全
ゼン

20回
カイ

を開催
カイサイ

している。

12月
ガツ

末
マツ

　15回
カイ

。

感染
カンセン

拡大
カクダイ

状況
ジョウキョウ

を鑑
カガミ

み、回
カイ

によっては

延期等
エンキトウ

の対応
タイオウ

をしている。

継続

○「やさしい日本語サロン」（日本語・中国語講座）
モデル地区（新田地区）住民が講師となる日常会話の講座
を支援する。

英・中・韓 対応 ー

新型コロナウィルス感染症
感染拡大防止を図る中で、
事業の中止・延期・変更を
検討する必要がある。

市民課
実施主体であるモデル地区において、新
型コロナウイルス感染症拡大防止のた
め、開催を見合わせている。

令和3年
ネン

12月
ガツ

19日開催
カイサイ

「やさしい日本
ニホンゴ

語サロン」を支援
シエン

した。同時
ドウジ

に、マ

イナンバーカード出張
シュッチョウ

申請
シンセイ

を行
オコナ

っ

た。

継続

○「やさしい日本語会話・異文化体験サロン」を外国人相
談員が中心となり開催し、日常会話・日本文化を体験して
いただく。
　①定期実施
　②外国人労働者を対象とした出前講座を開催する。

英・中・韓 対応
①なし
②市内企業に勤務する外国
人住民

新型コロナウィルス感染症
感染拡大防止を図る中で、
事業の中止・延期・変更を
検討する必要がある。

市民課
①10月19より4日(全8回)開催予定。
②検討中

①10月19日より3日(全6回)開催
カイサイ

し

た。2月
ガツ

2日
ニチ

は新型
シンガタ

コロナウィルス感
カン

染症拡大
センショウカクダイ

防止
ボウシ

のため、中止
チュウシ

。

②検討中
ケントウチュウ

継続

【情報提供】
〇日本語学習に関連した所蔵資料の利用・貸出等

英・中他 ― ー 利用者が少ない 図書館

季節や国内外の時事、文化、風習、おす
すめ本等をテーマとした関連資料の展示
を月単位で実施している。また、関連図
書の購入を行い、配架を行った。（購入
冊数１３冊）

日本語
ニホンゴ

でも出版
シュッパン

している関連
カンレン

図書
トショ

の

購入
コウニュウ

を行
オコナ

い、利用者
リヨウシャ

に分
ワ

かり易
ヤス

く、

配架
ハイカ

を行
オコナ

った。（購入
コウニュウ

冊数
サツスウ

４９冊
サツ

）

継続 記載された「課題・問題点」に対し、どのような対応策を計画されているか。
引き続き、展示企画にタイムリーな話題等を盛り込み、関連資料を紹介すること
で、日本への理解を深めていただく。

学事課

入学通知書の発送日に合わせて入学手続
きの案内文を該当する外国人世帯に発送
予定（小学校10月4日発送予定、中学校11

月4日発送予定）
今年度より、対応言語にベトナム語を追

加
入学案内送付後の対応は昨年までと同様
反応の無い世帯に対し家庭訪問を実施

し、就学先の確認を行う予定

基準日
キジュンビ

現在
ゲンザイ

で甲府市
コウフシ

に住民票
ジュウミンヒョウ

を置
オ

い

ている外国籍
ガイコクセキ

児童
ジドウ

生徒
セイト

の対象
タイショウ

世帯
セタイ

に

入学
ニュウガク

 案内
アンナイ

を発送
ハッソウ

。

（新
シン

小
ショウ

1分
ブン

　10月
ガツ

4日
ニチ

発送
ハッソウ

）

2022年度
ネンド

新
シン

小
ショウ

1：R3.10.1現在　対象

34名

2022年度新中1：R3.11.1現在　対象0

名

※新
シン

中
チュウ

1分
ブン

については、例年
レイネン

小学校
ショウガッコウ

に

通学
ツウガク

していない者
モノ

に対
タイ

してのみ送
ソウ

付
フ

。R3.11.1に住民
ジュウミン

登録
トウロク

を行
オコナ

っている

新
シン

中
チュウ

1の外国籍
ガイコクセキ

児童
ジドウ

は18名
メイ

いたが、全
ゼン

員
イン

が小学校
ショウガッコウ

へ通学中
ツウガクチュウ

だったため本年
ホンネン

は対象者
タイショウシャ

がおらず発送
ハッソウ

していない。

案内
アンナイ

送付
ソウフ

後
ゴ

は、例年
レイネン

同様
ドウヨウ

反応
ハンノウ

の無
ナ

い世帯
セタイ

に対
タイ

し家庭
カテイ

訪問
ホウモン

を実施
ジッシ

した。

（対象
タイショウ

：6世帯
セタイ

　実施日
ジッシビ

：12月
ガツ

22日
ニチ

）

○小中学校入学案内の発送
・小中学校に入学する児童生徒の保護者に入学案内を送

付。
〇入学案内を送付後、反応の無い世帯に対して家庭訪問を
実施し、一条校への入学希望の有無や無い場合の就学先
（インターナショナルスクールなど）の確認を行ってい

る。

英・中（簡）・中
（繁）・韓・ポ・ス

対応 なし

学事課窓口に来庁される時
には、ある程度情報を持っ
ていることが多く、学事課
が最初の相談窓口になるこ
とは少ないため、初めから
の周知の機会は限られる。

基
本
目
標
2

■
連
携
・
協
働
に
よ
る
多
文
化
共
生
の
地
域
づ
く
り

日
本
語
の
学
習
支
援
と
充
実

5 学校からの情報提供

6 日本語の学習機会と情
報提供

２－２
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        　　　　　　令和3年度　甲府市多文化共生推進事業実績調査票　　　　　　　　　　

令和
レイワ

3年
ネン

12月末
ガツマツ

現在
ゲンザイ

の進捗
シンチョク

状況
ジョウキョウ

対応言語 やさしい
日本語 支援・関係団体等 課題・問題点 担当課基本施策

事業名
(具体的な施策) 具体的な内容等 委員からの意見・質問等（回答必要） 委員からの意見・質問に対する回答事業の方向性基本目標 令和３年８月末現在の進捗状況

別紙１

○宝石の街甲府のＰＲ「KOFU NO KIRAMEKI MAP」の配布
・中心市街地のジュエリー関連店舗等を紹介するマップを
配布。観光客等に中心市街地を回遊してもらい、活性化を
図る。

英・中 なし 山梨県水晶宝飾協同組合
コロナで開催されない場合
がある

商工課 令和３年度版をR3.8.18に作成した。

11/24～26にアイメッセ山梨
ヤマナシ

で開催
カイサイ

さ

れたジャパンジュエリーフェアで来
ライ

場者
ジョウシャ

に配布
ハイフ

したほか、配布
ハイフ

計画
ケイカク

に

沿
ソ

って、観光
カンコウ

案内
アンナイ

所
ジョ

等
トウ

に設置
セッチ

した。

継続
令和2年度の資料では「やさしい日本語」について「検討」と記載されていました
が、「検討」から「なし」へと変更された理由は何か。

R2年度から日・英・中の言語が一つとなった冊子となっている。文字制限がある中
で、事業者が伝えたい情報をさらに簡素化することが困難などの理由のため。

〇公共サイン計画の推進
・甲府市が設置する公共サインにおける多言語表記と表記
基準の統一化を図るため、サイン所管部局に定期的な公共
サインの点検を求め、交換や修繕が必要なサインについて
は公共サイン計画を適用したものへの更新を促し、また、
新たに設置されるサインについてもサイン計画が適切に運
用されるように設置部局と協議を行う。

英語外 ― なし

既存の公共サインの数は膨
大であり、全てを速やかに
更新することは財政面で大
きな負担となるため、効率
的かつ効果的な整備を進め
る必要がある。

都市計画課

サイン所管部局に公共サインの点検を依
頼した。また、既存公共サインの更新時
期の目安を定めた「甲府市公共サイン整
備方針」に基づく適切な維持管理を依頼
した。

サイン所管
ショカン

部局
ブキョク

に点検
テンケン

結果
ケッカ

を踏
フ

ま

え、交換
コウカン

等
トウ

が必要
ヒツヨウ

なサインについて

は公共
コウキョウ

サイン計画
ケイカク

を適用
テキヨウ

したサイン

への更新
コウシン

を依頼
イライ

した。また、交換
コウカン

等
トウ

が必要
ヒツヨウ

ないサインについても計画的
ケイカクテキ

な更新
コウシン

を依頼
イライ

した。

継続

2 多言語による外国人向
け観光情報の発信

①甲府市観光案内所における多言語対応
・甲府市観光案内所において、英・中（繁）・中（簡）に
対応できる職員の配置と、無料Wi-Fiやタブレット端末（3
者間通話や翻訳アプリ搭載）によるその他の言語への対応
により、外国人観光客の更なる利便性の向上に努める。

②多言語での情報発信
・外国人観光客への情報発信について、ターゲットを踏ま
え、ニーズに沿った発信方法や媒体を検討していく。

③JNTO（日本政府観光局）
・平成29年度より加盟しているJNTOに対して、多言語によ
る本市の観光情報を提供し、JNTOのSNS等で配信する。

①職員による案内
【英、中（繁・
簡）】
タブレットによる案
内【英、中（繁・
簡）、ポ、ス、タ、
その他7か国語

②検討中

③英、韓、中（繁・
簡）、タ、その他2
か国語

ー

①（一社）甲府市観光協会

②検討中

③ＪＮＴＯ

なし 観光課

①実施中
②対応言語：英・中（簡・繁）
・主要観光スポットの周辺案内板等の改
修予定（武田神社周辺・かいてらす周
辺）
③JNTOにて3記事（慈恩寺・昇仙峡黄金
池・板敷渓谷）を掲載

①実施中
ジッシチュウ

②対応
タイオウ

言語
ゲンゴ

：英・中（簡・繁）

・主要
シュヨウ

観光
カンコウ

スポットの周辺
シュウヘン

 案内
アンナイ

板
バン

等
トウ

の改修
カイシュウ

 中
チュウ

（信玄
シンゲン

ミュージアム・かい

てらす）

③JNTOにて2記事
キジ

（甲斐
カイ

善光寺
ゼンコウジ

・甲州
コウシュウ

夢
ユメ

小路
コウジ

）を掲載
ケイサイ

継続

3 無料公衆無線ＬＡＮ環
境の保守管理業務

〇無料公衆無線LAN（Wi-Fi）システム保守業務
・市内を訪れる外国人観光客のサービス・利便性の向上を
図ることを目的に、令和２年度までに整備した公衆無線
LAN(無料Wi-Fi）の保守管理を行い、無料公衆無線ＬＡＮ環
境の維持に努める。

①ソリューション
（主要観光施設4
台）・・・日、英、
中（繁・簡）、韓、
その他1か国語

②①以外・・・日、
英

ー ＮＴＴ東日本山梨支社 なし 観光課 Wi-Fi設置数：277箇所 Wi-Fi設置数
セッチスウ

：277箇所
カショ

継続

基
本
目
標
3

■
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
推
進

地
域
社
会
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
推
進

1 公共施設・生活関連施
設の多言語化促進

３－１
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        　　　　　　令和3年度　甲府市多文化共生推進事業実績調査票　　　　　　　　　　

令和
レイワ

3年
ネン

12月末
ガツマツ

現在
ゲンザイ

の進捗
シンチョク

状況
ジョウキョウ

対応言語 やさしい
日本語 支援・関係団体等 課題・問題点 担当課基本施策

事業名
(具体的な施策) 具体的な内容等 委員からの意見・質問等（回答必要） 委員からの意見・質問に対する回答事業の方向性基本目標 令和３年８月末現在の進捗状況

別紙１

1 姉妹・友好都市等との
交流事業の推進

〇姉妹・友好都市等
　姉妹都市
　　1958年8月：アメリカ合衆国アイオワ州デモイン市
　　1975年8月：フランス共和国アキテーヌ州
　　　　　　　　ピレネー・アトランティック県ポー市
　友好都市
　　1961年4月：アメリカ合衆国カリフォルニア州ロダイ市
　　1984年9月：中華人民共和国四川省成都市
　友情都市
　　2002年9月：大韓民国忠清北道清州市

〇交流事業
・ロダイ市：友好都市締結６０周年であるが、新型コロナ
ウイルス感染症の影響で訪問による交流ができないため、
記念品を贈呈する。
・成都市：山梨県・四川省友好交流３５周年事業に伴い、
１０月に訪問し、交流を図る。

多言語 － 甲府市国際親交委員会
新型コロナウイルス感染症
拡大状況により、内容の変
更の可能性あり

秘書課

10月に山梨県・四川省友好交流35周年事
業に伴い、四川省成都市を訪問する予定
であったが、新型コロナウイルス感染症
の影響により、延期となった。

成都
セイト

市
シ

：山梨県
ヤマナシケン

・四川省
シセンショウ

友好
ユウコウ

交流
コウリュウ

35

周年
シュウネン

 事業
ジギョウ

に伴
トモナ

う四川省
シセンショウ

成都市
セイトシ

訪問
ホウモン

に

ついては、新型
シンガタ

コロナウイルス感染
カンセン

症
ショウ

の影響
エイキョウ

により、来年度
ライネンド

に延期
エンキ

と

なった。また、成都
セイト

市
シ

主催
シュサイ

のオンラ

インでの音楽
オンガク

イベントに甲府
コウフ

商業
ショウギョウ

高
コウ

校
コウ

ソングリーダー部
ブ

の動画
ドウガ

を提出
テイシュツ

し、参加
サンカ

した。

ロダイ市
シ

：友好
ユウコウ

都市
トシ

締結
テイケツ

60周年
シュウネン

記念
キネン

事業
ジギョウ

として、記念品
キネンヒン

の贈呈
ゾウテイ

を予定
ヨテイ

し

ている。

継続

2
海外姉妹校都市等児
童・生徒との交流の推
進

〇海外姉妹都市等の児童生徒との交流の推進
・国際性豊かな視野の広い青少年の育成と姉妹都市等との
交流を図ることを目的に、姉妹都市デモイン市、及び友好
都市成都市と海外研修派遣事業及び受入事業を実施してい
る。

英・中 －
デモイン市教育委員会
成都市教育委員会

出入国制限により事業の開
催が困難となることから、
現地教育委員会と適宜連絡
を取り合い、情報収集に努
める。

学校教育課
現地教育委員会と協議し今年度の児童生
徒の派遣及び受入事業は中止 左

ヒダリ

に同
オナ

じ 継続

3 食の異文化交流会
〇食の異文化交流会
・外国人留学生と市民との、食を通じた異文化交流会を開
催する。

留学生の対応できる
言語

対応
山梨県女性のつばさ連絡協
議会こうふ支部会

新型コロナウイルス感染症
拡大状況により、内容の変
更の可能性あり

秘書課
(国際親交委

員会)

11月に食の異文化交流会を開催予定であ
る。

11月
ツキ

開催
カイサイ

予定
ヨテイ

の食
ショク

の異文化
イブンカ

交流
コウリュウ

会
カイ

に

ついては、新型
シンガタ

コロナウィルスの感
カン

染状況
センジョウキョウ

を鑑
カンガ

み、中止
チュウシ

となった。２月
ツキ

開催
カイサイ

予定
ヨテイ

分
フン

についても感染状況
カンセンジョウキョウ

を注
チュ

視
ウシ

し、決定
ケッテイ

する。

継続

4 留学生と高校生との交
流会

〇留学生と高校生との交流会
・市内４大学の留学生と市内高校生によるイベント等を通
じた交流を行う。

留学生の対応できる
言語

－ なし
新型コロナウイルス感染症
拡大状況により、内容の変
更の可能性あり

国際交流課
留学生と高校生の交流イベントについて
は、新型コロナウイルス感染症の状況を
見据えながら開催内容を検討していく。

留学生
リュウガクセイ

と高校生
コウコウセイ

の交流
コウリュウ

イベントにつ

いては、内容
ナイヨウ

を変更
ヘンコウ

して留学生
リュウガクセイ

が市
シナ

内
イ

を巡
メグ

る散策
サンサク

会
カイ

を行
オコナ

い、住民
ジュウミン

との交
コウ

流
リュウ

を行
オコナ

っている。

継続

5 留学生による生活情報
等の発信

〇留学生レポーターによるブログの発信
・市内大学等に在籍する留学生を留学生レポーターに委嘱
し、日本語と母国語でブログ記事を作成し、情報発信して
いただく。
〇やさしい日本語対応に努める。

留学生の対応できる
言語

対応 県内大学、専門学校

新型コロナウイルス感染症
の影響でイベントの減少、
魅力発見ツアー未開催な
ど、留学生レポーターに甲
府の魅力を伝える場が減っ
てしまっている。

情報発信課
令和3年度は5名の留学生レポーターを任
命している。コロナ禍の影響により、ブ
ログでの配信はまだ行えていない。

新
アラ

たに留学生
リュウガクセイ

レポーターを任命
ニンメイ

し、

13人
ニン

が登録
トウロク

している。新型
シンガタ

コロナウ

イルス感染症
カンセンショウ

が落
オ

ち着
ツ

いている中
ナカ

で、甲府市
コウフシ

観光
カンコウ

協会
キョウカイ

、国際
コクサイ

交流
コウリュウ

課
カ

と

連携
レンケイ

し、武田家
タケダケ

ゆかりお寺
テラ

を自転車
ジテンシャ

で巡
メグ

るイベントや、ジャパンジュエ

リーフェア等
ナド

に参加
サンカ

してもらい、8本
ホン

のブログを掲載
ケイサイ

した。また、今後
コンゴ

日
ニホ

本
ン

文化
ブンカ

を知
シ

ってもらうため、大神
ダイジン

宮
グウ

祭
マツ

を巡
メグ

るツアー等
トウ

に参加
サンカ

してもらっ

てのブログの掲載
ケイサイ

やFM甲府
コウフ

のラジオ

番組
バングミ

に出演
シュツエン

していただき、甲府
コウフ

の住
ス

みやすさなどを発信
ハッシン

してもらう予定
ヨテイ

である。

継続
住みやすい街として生活情報を発信してもらうことは，この状況下でも十分可能だ
と思うが。

学生レポーターは、本市の魅力を学生の視点に立って紹介することとしており、本
市の各地域の話題又は情報を取材し、記事を作成している。コロナ禍の影響によ
り、取材に赴くことができないため、現在ブログでの配信ができていない。

6 国際交流員の活用
〇フランス人の国際交流員による、放課後児童クラブ等で
の遊びによる異文化体験の実施。

フランス語 － なし
新型コロナウイルス感染症
拡大状況により、内容の変
更の可能性あり

国際交流課
出前講座等については、新型コロナウイ
ルス感染症の状況を見据えながら開催内
容を検討していく。

出前
デマエ

講座
コウザ

等
トウ

については、新型
シンガタ

コロナ

ウイルス感染症
カンセンショウ

の状況
ジョウキョウ

を踏
フ

まえなが

ら少人数
ショウニンズウ

等
トウ

で行
オコナ

っている。

継続

7
東京オリンピック・パ
ラリンピック事前合宿
の推進

〇コロナウイルスの影響により、東京2020オリンピック・
パラリンピックが延期となった。2021年の開催に向け、フ
ランス卓球・レスリング連盟との連絡調整を行うととも
に、オリンピックを契機とした今後の交流事業等を検討し
ていく。

フランス語 － なし
新型コロナウイルス感染症
拡大状況により、内容の変
更の可能性あり

国際交流課
７月にフランス卓球・レスリングチーム
の事前合宿の受入を実施し、子どもたち
との交流や日本文化体験を行った。

左
ヒダリ

に同
オナ

じ 終了

基
本
目
標
3

■
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
推
進

多
文
化
間
交
流
の
推
進
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        　　　　　　令和3年度　甲府市多文化共生推進事業実績調査票　　　　　　　　　　

令和
レイワ

3年
ネン

12月末
ガツマツ

現在
ゲンザイ

の進捗
シンチョク

状況
ジョウキョウ

対応言語 やさしい
日本語 支援・関係団体等 課題・問題点 担当課基本施策

事業名
(具体的な施策) 具体的な内容等 委員からの意見・質問等（回答必要） 委員からの意見・質問に対する回答事業の方向性基本目標 令和３年８月末現在の進捗状況

別紙１

　
地
域
活
性
化
の
推
進
の

た
め
の
連
携
と
協
働

1 外国人集住地域等との
連携

○情報活性化モデル地区の設置
・外国人が集住しているモデル地区（新田地区）に対し
て、地区の自主運営を支援していく。

英・中・韓 対応 ー なし 市民課
モデル地区からの要請に答えらるよう準
備していたが、8月末までは要請はなかっ
た。

（再掲
サイケイ

）令和3年12月19日開催
カイサイ

「やさ

しい日本語
ニホンゴ

サロン」を支援
シエン

した。同
ドウ

時
ジ

に、マイナンバーカード出張申請
シュッチョウシンセイ

を行
オコナ

った。

継続

1 ●関係機関との連携に
よる就業支援（継続）

〇ハローワーク甲府等の関係機関と連携し、就業促進を促
す。

日本語、ポ、ス 対応
山梨労働局、ハローワーク
甲府

利用者の増加に努める。 雇用創生課
ハローワーク甲府等で相談業務を実施し
ている。

ハローワーク甲府
コウフ

(外国
ガイコク

人
ジン

雇用
コヨウ

サービ

スコーナー）等
トウ

で相談業務
ソウダンギョウム

を実施
ジッシ

し

ている。また、日本語
ニホンゴ

を話
ハナ

せる外国
ガイコク

人
ジン

については、ワークプラザ甲府
コウフ

で

も対応
タイオウ

を行
オコナ

っている。

継続

2 ●起業促進のための情
報提供（新規）

〇情報提供を行い、外国人の起業の推進に取り組む。 日本語 なし
甲府商工会議所等創業支援
機関

多文化担当より効果的な情
報提供先の情報を知りたい

商工課
関係団体によるセミナー開催などの周知
を図った。

関係団体
カンケイダンタイ

によるセミナー開催
カイサイ

などの

周知
シュウチ

を図
ハカ

った。
継続

3 人材育成研修・講座の
支援

○市役所職員のための「やさしい日本語講座」
・外国人・日本人ともにわかりやすい日本語で接遇するこ
とを目標に職員を対象に実施する。(隔年）

なし 対応
一般財団法人自治体国際化
協会

市民課
7月29日に実施し、福祉関係・防災関係部
局職員を含む20名が受講した。

7月29日に実施
ジッシ

し、福祉
フクシ

関係
カンケイ

・防災
ボウサイ

関
カン

係
ケイ

部局
ブキョク

職員
ショクイン

を含
フク

む20名
メイ

が受講
ジュコウ

した。
継続 この講座が始まった経緯を存じませんが，隔年開催なのはなぜか．

一般財団法人自治体国際化協会の「地域国際化推進アドバイザー派遣」事業を利用
しており、事業利用者間の公平性を保つため隔年で利用している。

隔年開催でも効果があると考えるため。

4 多文化共生に向けた外
国人市民の人材活用

○多文化共生リーダーの育成
・「やさしい日本語会話・異文化体験サロン」における各
種体験等を通して多文化共生のリーダーを育成していく。
①定期実施　②出前講座

英・中・韓 対応
①なし
②市内企業に勤務する外国
人住民

市民課
①10月19より4日(全8回)開催予定。
②検討中

①10月19日より3日(全6回)開催
カイサイ

し

た。2月2日は新型
シンガタ

コロナウィルス感
カン

染症
センショウ

拡大
カクダイ

防止
ボウシ

のため、中止
チュウシ

。

②検討中
ケントウチュウ

継続 多文化共生リーダーとはどういう人で、これまでどのくらい育成したのか。

外国人集住地域において、災害時や自治会活動時に、他の外国人市民の支援者とな
れるような知識や意欲を持った方を想定しています。認定制度は設けておりませ
ん。
まずは、やさしい日本語会話・異文化体験サロンを通して、意欲のある方とつなが
りを構築して参ります。

1 地域における留学生の
就職促進

○外国人（主に留学生）と市内企業の雇用にかかるマッチ
ング機会を創出し、市内企業への就職を促進する。

日本語※チラシを
英、中（簡）ポ、
（予定）

対応
ハローワーク甲府、ハロー
ワーク甲府管内４市１町

コロナ禍により、参加者及
び参加企業が少なかったこ
とから、就職内定者数を含
め、参加者及び参加企業数
の増加に努める。

雇用創生課 10月20日の開催に向け、準備中である。

留学生
リュウガクセイ

の就職
シュウショク

支援
シエン

については、受
ウ

け

入
イ

れ企業
キギョウ

の増加
ゾウカ

につながるよう、山
ヤマ

梨県
ナシケン

や他
ホカ

の参画
サンカク

団体
ダンタイ

と連携
レンケイ

し、セミ

ナーなどを行
オコナ

った。

就職
シュウショク

ガイダンスは、ハローワーク甲
コウ

府
フ

管内
カンナイ

５市
シ

１町
チョウ

で主催
シュサイ

し、甲府市
コウフシ

総
ソウ

合
ゴウ

市民会館
シミンカイカン

で開催
カイサイ

した。開催
カイサイ

実績
ジッセキ

は、参加企業
サンカキギョウ

１４社、参加者
サンカシャ

１５

名、就職
シュウショク

 内定者
ナイテイシャ

１名であった。当日
トウジツ

は、山梨県
ヤマナシケン

行政
ギョウセイ

書士
ショシ

会
カイ

と共催
キョウサイ

し、行
ギョ

政
ウセイ

書士
ショシ

による無料
ムリョウ

相談
ソウダン

ブースも設置
セッチ

した。

継続
留学生に対する就職支援については、県・甲府市・山梨大学等で取り組んでいる
が、どのように連携しているのか。昨年度（10月28日）の就職ガイダンスのその後
の実績等は。

令和３年１月に、山梨大学の「山梨留学生就職促進プログラム」に参画をし、各団
体と連携したセミナーを２回開催し、留学生の就職支援を行っている。また、ハ
ローワーク甲府管内５市１町で連携し、外国人向け就職ガイダンスを１０月２０日
に実施する。

2 留学生に対する生活等
に関する支援（継続）

〇ふるさと納税を活用した、国際交流推進補助金により、
留学生の生活支援や地域住民との交流イベントの実施

留学生の対応できる
言語

- 市内4大学
新型コロナウイルス感染症
拡大状況により、内容の変
更の可能性あり。

国際交流課
新型コロナウイルス感染症の状況を見据
えながら交流イベントの実施や生活支援
を検討していく。

左
ヒダリ

に同
オナ

じ 継続

留意事項 多文化共生 国籍や民族などの異なる人々が、文化的ちがいを認め合い、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていくこと
対応言語の種類 英語＝英、中国語＝中（簡）・中（繁）、韓国語＝韓、ポルトガル語＝ポ、スペイン語＝ス、タイ語＝タイ、タガログ語＝タ、その他＝他 
やさしい日本語 対応済＝「対応」、未対応＝「なし」、該当なし＝「－」

基
本
目
標
4

■
外
国
人
材
の
活
躍
と
持
続
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能
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会
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人
材
育
成
と
労
働
環
境
の
確
保
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